
看護制度委員会研修

Ⅰ．アンケート結果

　　参加人数43名　回答数　28名（65％）

　　※アンケートはGoogleフォームを使用したオンライン上の質問と回答　

受講者数
名43名　（会員29名　非会員14名）
　　　　　（看護師42名　准看護師1名）

定員　　　40名

対象 ラダーレベルⅠ～Ⅱ　興味のある看護職

ねらい
1．危険な波形がわかる

2．心電図波形から、患者さんの病態を予測でき、何を観察すればよいのかがわかる

講師 細木病院　心不全療養指導士　清岡さやか

内容 心電図の基本を学び、異常に気付くことができる　講義と演習

研修形態 集合

研修名 准看護師キャリアアップ研修

開催日時 令和６年11月13日（水） 13：30～16：30



Ⅱ‐2．上記を選択した理由を記載して下さい（11 件の回答）

・モニター装着や、12誘導とる時があり勉強になった。

・心電図を学ぶモチベーションを維持できた

・経験からの話がわかりやすい

・わかりやすかった

・ラダー1.2の職員向けに伝達講習を行うことができる。

・分かりやすく理解できた

・今後に活かせそうと思った

・テストをしてみてまだまだ分からないことが多かったと感じた

・

・

・自己学習で心電図についてがあまり理解できていなかったが、先生の分かりやすい説明で理

解することができた。グループワークでモニター心電図と12誘導心電図の電極の張り方を実

施して覚える事ができた。正常洞調律について理解することが不整脈を判読する上で重要だ

と学び、今回の研修を復習して早期に異常に気付いてアセスメントできるようになりたいと

思った。

現場で困っている電極の付け方(QRSの高さとTの高さがほぼ一緒や高さが無い心電図の時)を

知りたかった。

講義を聴いて理解しているつもりだったが、最後のテストであまり理解していなかったと感

じた。職場で少しずつ心電図が読めるように頑張る。



・心電図が苦手な人には、苦手感が軽減できる講義だったと思う。

・苦手分野としていた心電図を分かりやすく教えてもらえた。

・

・

・心電図から得られた情報でできる看護ケアを知りたい。

・研修のグループワークで他施設の方と話すことがリフレッシュとなった。

担当者のコメント

　基礎的な知識の復習で、実践に役立つ内容であった。段階的に学ぶ仕組みがあればよい。

また、演習の進め方については、時間配分やフィジカルトレーニングモデルの活用等、

より実践に活かすことができればよい。

Ⅶ　ご感想やご意見を記載下さい（6 件の回答）

講義はとても分かりやすく説明が聞けて良かった。 12誘導の演習に時間がかかり過ぎた。グ

ループワークでなくても良いと思う。 もう少しテストと解説に時間配分があれば良かったと

思う
前の画面が少し見にくい気がした。資料はまた帰ってから再勉強に役立つ物で、ありがた

い。 ３時間あっという間だった。


